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（2022年10月20日）
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無伴奏の2群の合唱です。

ChorⅠ.は、ほぼユニゾン。女声も男声（実音は1オクターブ下げて）も参加してください。

ChorⅡ.は、混声4部（部分5部）合唱。ChorⅠ.より少ない人数で歌うと良いかも知れません。

ＡとＣのセクションの繰り返しは、2回目は1回目より大きく歌うと良いと思います。

（具体的には、 → ／ →  ／ というような読み替えをお願いします）


